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研究成果の概要（和文）： 
 

失業者やホームレスなど社会的排除を経験する当事者の社会運動は、社会的権利を要

求する手段であると同時に、同じ経験を共有する排除の当事者の共同性の場としても機能する

ことで、内に向かうインヴォルーションの過程をたどる。しかしながら、「いまだ出会ってい

ない潜在的な仲間」との連帯というフレームが受け入れられたときには、街頭行動が他者と出

会う場として認知されるがゆえに、公的空間の占拠などの対抗性を持った抗議行動として表出

される。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
 Social movements against social exclusion such like unemployment, homelessness are not 
only instruments to reclaim the social rights but also the places to share the experience of 
the actors. The involution of the movements follows the process of sharing and 
understanding of the actors who themselves are excluded socially. When the frame of “the 
solidarity with someone whom they have never seen” is accepted, the movements are 
expressed by the radical direct protesting action such as occupation of public sphere which 
is recognized as a place of encounter. 
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１．研究開始当初の背景 
 

近代社会が個人を出自によって決定され

る帰属から自由にした結果、産業社会におい

ては職業が個人の生活に意味を与えてくれ

る主要な源泉となった。職業が人生に付与す

る意味システムは、産業社会の論理が終焉し

た脱産業社会においても強力に機能し続け

ている。この機能に、市場経済が必然的に生

み出す格差を福祉制度によって是正しない

ことを原則とする新自由主義の作用が加わ

ったことにより、個人は精神的、物質的両面

から社会的排除を経験していると考えられ

る。 

これらは新自由主義といった短期的な政

策の帰結としてもっぱら説明されているが、

19 世紀以降の自由主義と近代化が到達点に

達したことによる結果として、社会的排除と

アイデンティティの問題を考察する必要が

ある。 
 
２．研究の目的 
 
社会的排除の問題は、社会政策にとどまらず、

個人をあらかじめ決められた意味のシステ

ムから解放する近代社会の作用として解明

する必要がある。これが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 
社会運動を「未来の預言者」として位置づ

けるトゥレーヌの議論に従うならば、社会的

排除の矛盾を先鋭的に経験する個人が運動

を担う行為者として現れるはずである。実際、

社会的排除の構造的要因を社会運動が指摘

することで、社会問題として開示されてきた。

近代化の帰結として誕生した自由な個人が、

自己の行為の責任をすべて引き受けるべき

という価値観を内面化し、そのように規律化

されたことが、社会的排除の経験のあり方に、

どのように作用しているかを、個人に対する

聞き取り調査により明らかにする。 

不安定雇用や失業、ホームレスといった経

験を個人がいかに認識しているかは、「社会

的排除インダストリー」の図式を描くことで、

個人がこの「インダストリー」のいずれかに

位置づけられる過程、個々のインダストリー

での社会的排除への対応のされ方、個人のそ

れに対するリアクションを明らかにするこ

とで把握する。 

社会的排除インダストリーは、貧困層を食

い物にしたビジネス、チャリティー、公的福

祉機関、公的制度に対する交渉を行う社会運

動、世論に訴える戦略をとる社会運動、オル

タナティブを実践する社会運動に大きく分

類することができる。 

調査では、社会的排除インダストリーの制

度の仕組みを明らかにすると同時に、当事者

が社会的に排除されるに至った要因を構造

的に位置づけるために、個人の就労や住居の

状況を明らかにする。さらに個人が置かれた

状況についての自己認識を聞き取り調査か

ら明らかにする。社会運動に参加する個人と

参加しない個人の双方に聞き取りを行う。 
 
４．研究成果 
 

社会的排除の経験というマイナスのアイ

デンティティを政治化する過程について、比

較検討の対象として、日本でも同様に移民労

働者の社会運動に対する聞き取り 調査を行

うことで、社会的排除の問題を、文化的に特

殊な問題としてではなく、後期近代という社

会変動から説明する枠組みを提示した。マイ

ナスのアイデンティティが政治的なアイデ

ンティティに、転換する過程は、単なる相対

的剥奪やル サンチマンだけでは説明するこ

とはできず、近代主義的価値観に基づく「自



由な個人」、さらにはそれを尖鋭化したネオ

リベラリズム的価値観、個人の挫折 の経験

に付与する意味を歴史的背景を考慮して、さ

らに考察する必要性が明らかになった。アイ

デンティティの形成と転換は、個人に対する

質的なインタビューによって しか把握する

ことはできず、本研究ではそうした質的なデ

ータの蓄積を行うことができた。 
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